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江東区地域振興部
文化観光課文化財係
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文
化
財
あ
れ
こ
れ

文
化
財
は
、
昔
の
人
々
が
生
み
出
し
た
も

の
で
、
現
代
に
伝
え
ら
れ
た
文
化
遺
産
で
す
。

そ
の
種
別
は
多
く
、
江
東
区
の
場
合
、
①
有ゆ

う

形け
い

文
化
財
②
無む

形け
い

文
化
財
③
有
形
民
俗
文
化

財
④
無
形
民
俗
文
化
財
⑤
史し

跡せ
き

⑥
文
化
的
景

観
と
い
う
具
合
で
、
種
別
は
対
象
と
な
る

「
も
の
」
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
お
寺
や
神
社
の
建
物
な
ど
は
有
形
文
化

財
（
建
造
物
）
と
な
り
、
職
人
さ
ん
の
伝
統

的
な
技
術
は
「
わ
ざ
」
そ
の
も
の
が
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
・

生
活
技
術
）
と
な
り
ま
す
。
職
人
さ
ん
自
身

は
、
昔
か
ら
の
技
術
で
物
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
人
と
し
て
「
認
定
」
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
種
別
は
異
な
っ
て
も
、
こ
れ
ら

に
は
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
む
か

し
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
」「
む
か
し
か
ら

使
わ
れ
て
き
た
も
の
」
な
ど
、そ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
む
か
し
」（
伝
統
）
と
い
う
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。「
む
か
し
」
は
た
だ
古
い

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
見
方
を
か
え
れ
ば
何

百
年
に
も
わ
た
り
社
会
の
発
展
を
支
え
、
現

代
社
会
の
礎

い
し
ず
えに

な
っ
た
と
い
う
点
で
重
要
で

す
。そ

の
発
展
の
過
程
を
今
に
伝
え
る
も
の

が
、
文
化
財
と
い
え
ま
す
。

昨
年
度
の
登
録
文
化
財
を
次
頁
で
解
説
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
見
方
を
も
っ

て
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

○平成30年度新登録文化財紹介
清澄園記碑
海苔生産用具及び関連資料35点

○江戸の町内探訪⑬
平野町

○江東歴史紀行
深川佐賀町河岸の風景

○文化財のいまむかし
関東大震災以前の石造燈明台

○海福寺の目黒移転と馬頭観音
○古写真の中の江東
江東区の映画館

○文化財説明板の紹介

　江東区教育委員会は、文化財保護審議会（会長中村ひろ子：元神奈川

大学教授）の答申を受け、新たに2件を登録しました。そのため、登録文化財の

総数は1061件となりました。

清澄園記碑
海苔生産用具及び関連資料35点

清澄園記碑
海苔生産用具及び関連資料35点

平成30年度新登録文化財

清澄園記碑清澄園記碑

中川船番所資料館２階に展示中のベカブネ
（海苔を採取するときに使用する船）

中川船番所資料館２階に展示中のベカブネ
（海苔を採取するときに使用する船）
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登
録
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）】

清き
よ

澄す
み

園え
ん

記き

碑ひ�

清
澄
3
―
3
―
9　

清
澄
庭
園

大
正
13
年
（
1
9
2
4
）
6
月
に
岩い

わ

崎さ
き

久ひ
さ

彌や

が
清
澄
庭
園
を
東
京
市
へ
寄
付
し
た
こ
と

を
称
え
た
石
碑
で
、
昭
和
4
年
（
1
9
2
9
）

9
月
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
岩
崎
久
彌
は
、

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
実
業
家
で
す
。

岩
崎
彌や

太た

郎ろ
う

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
叔
父

の
彌や

之の

助す
け

（
彌
太
郎
の
弟
）
と
設
立
し
た
三

菱
合
資
会
社
の
社
長
を
勤
め
ま
し
た
。

石
碑
建
設
の
際
の
工
事
仕
様
書
に
よ
る

と
、
石
碑
本
体
に
は
芝
公
園
十
六
号
地
に
あ

る
六
ヶ
村
産
の
切き

り

石い
し

を
、
台
石
に
は
園
内
に

あ
っ
た
自
然
石
を
使
用
し
て
お
り
、
石
碑
の

表
面
に
つ
い
て
は
平
ら
に
仕
上
げ
、
水
磨
き

を
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
（「
清
澄
庭
園
記

念
碑
新
設
工
事
」
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。

石
材
に
つ
い
て
は
、
江
戸
城
の
石
垣
石
を
活

用
（
北
村
信
正
『
清
澄
庭
園
』）、
石
垣
の
要

所
に
使
わ
れ
て
い
た
石
と
思
わ
れ
る
（
龍
居

庭
園
研
究
所
監
修
『
清
澄
庭
園　

景
石
・
石

造
物
め
ぐ
り
』）
な
ど
の
記
述
も
あ
り
ま
す

が
、
出
典
・
根
拠
な
ど
に
つ
い
て
は
明
示
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
す
。

現
在
、
二
つ
の
大
き
な
野の

面づ
ら

石い
し

の
上
に
本ほ

ん

小こ

松ま
つ

石い
し

の
石
碑
本
体
が
安
定
よ
く
据
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
石
碑
の
一
部
に
欠
損
は
見
ら
れ

ま
す
が
、
全
体
的
に
保
存
状
態
は
良
好
で
、

【
有
形
民
俗
文
化
財
】

海の

苔り

生せ
い

産さ
ん

用よ
う

具ぐ

及お
よ

び
関か

ん

連れ
ん

資し

料り
ょ
う　

35
点�

東
陽
4
―
11
―
28　

江
東
区

海
苔
生
産
用
具
及
び
関
連
資
料
は
、
江

東
区
内
に
あ
っ
た
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員

が
、
昭
和
37
年
（
1
9
6
2
）
12
月
に
漁
業

権
を
放ほ

う

棄き

す
る
以
前
に
海
苔
生
産
で
使
用
し

て
い
た
も
の
で
す
。

江
東
区
の
海
苔
生
産
は
、
明
治
10
年
代

（
1
8
7
7
〜
）
に
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
後
、
消
費
の
拡
大
と
と
も
に

東
京
湾
の
一
大
産
業
に
発
展
し
、
東
京
の
前

海
の
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
養
殖
は
行
わ
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
東
京
の
発
展
に
よ
る

工
場
や
生
活
排
水
な
ど
で
、
湾
内
の
水す

い

質し
つ

汚お

染せ
ん

が
深
刻
な
問
題
と
な
り
、
海
苔
養
殖
の
環

境
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。
加
え

て
、
港
湾
整
備
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
埋
め

立
て
の
拡
大
で
、
都
内
の
漁
業
協
同
組
合
は

刻
銘
の
状
態
も
良
好
で
す
。
建
設
当
時
の
図

面
と
比
較
す
る
と
、
現
在
も
当
初
と
同
じ
位

置
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

（「
清
澄
庭
園
記
念
碑
新
設
工
事
」）。

碑
文
に
は
、
彌
太
郎
に
よ
る
園
地
の
購
入
、

彌
太
郎
と
彌
之
助
に
よ
る
庭
園
整
備
の
変

遷
、
庭
園
利
用
の
実
例
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

現
在
も
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、
区
民
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
る
清
澄
庭
園
の
歴
史
の

一
端
を
う
か
が
え
る
資
料
と
し
て
価
値
の
あ

る
文
化
財
で
す
。

漁
業
権
の
放
棄
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
当
時
、
江

東
区
内
に
は
深
川

浦
、深
川
浦
東
部
、

城
東
の
各
漁
業
協

同
組
合
が
存
在
し

ま
し
た
。

今
回
登
録
さ
れ

た
ベ
カ
ブ
ネ
、
網あ

針ば
り

、飛ひ

行こ
う

機き

包ぼ
う

丁ち
ょ
う、

海の

り

す
苔
簀
、
洗あ

ら

い
笊ざ

る

、
平ひ

ら

箱ば
こ

な
ど
の
資
料

は
、
区
内
に

お
け
る
海
苔

生
産
の
歴

史
、
ひ
い
て

は
江
戸
前
の

海
を
語
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
用
具
は
秋
か
ら
春
の

寒
い
季
節
に
、
海
苔
生
産
に
従
事
し
た
多
く

の
生
産
者
が
区
内
に
多
く
居
住
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
と
し
て
も
、
と
て
も
重
要
な

民
俗
資
料
と
い
え
ま
す
。

　

所
在
地
変
更

【
史
跡
】

五
百
羅
漢
跡

大
島
3
―
1
、
4
―
5

清澄園記碑遠景

海苔干し風景（昭和30年頃）

網針（海苔網の製作・修復）

飛行機包丁（生海苔を刻む）

右側面

左側面



「
平
野
町
」

ひ
ら
の
ち
ょ
う

江
戸
の
町
内
探
訪
⑬

3

今
回
の
町
内
探
訪
は
深
川
平
野
町
（
深

川
1
―
8
付
近
）
を
取
り
上
げ
ま
す
。
町
名

の
由
来
、
名
主
甚じ

ん

四し

郎ろ
う

家
の
由ゆ

い

緒し
ょ

な
ど
、
町

が
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
幕
府
に
書
き
上
げ
た

『
町ま

ち

方か
た

書か
き

上あ
げ

』（
以
下
『
書
上
』）
を
中
心
に

見
て
い
き
ま
す
。

町
の
成
立
と
町
名
の
由
来

平
野
町
は
、
寛か

ん

永え
い

18
年
（
1
6
4
1
）
頃

か
ら
こ
の
辺
り
に
設
け
ら
れ
、
元
禄
12
年

（
1
6
9
9
）
に
移
転
し
た
木
置
場
を
埋
め

立
て
て
成
立
し
た
町
の
一
つ
で
、
埋
め
立
て

に
よ
っ
て
成
立
し
た
町
21
ケ
町
は
「
元も

と

木き

場ば

」
と
総
称
さ
れ
ま
し
た
（
本
誌
2
7
1
、

2
8
1
号
参
照
）。
木
置
場
の
頃
は
、
神
田

久
右
衛
門
町
（
東
神
田
3
）
の
材
木
問
屋
が

使
用
し
て
い
た
こ
と
、
埋
め
立
て
後
の
元
禄

14
年
に
拝は

い

領り
ょ
うの

町
屋
敷
や
拝は

い

借し
ゃ
く

地ち

と
な
り
、

残
っ
た
土
地
を
桧ひ

物も
の

町ち
ょ
う（

八
重
洲
1
・
日

本
橋
3
）
1
丁
目
大
黒
屋
忠
兵
衛
、
南

み
な
み

茅か
や

場ば

町ち
ょ
う

（
日
本
橋
茅
場
町
1
・
2
）
久（

マ

マ

）

下
田
屋
吉

右
衛
門
、
深
川
八
幡
前
房
州
屋
諸

（
マ
マ
）

治
兵
衛
、

南み
な
み

塗ぬ

師し

町ち
ょ
う（

京
橋
2
）
孫
兵
衛
の
4
人
が

買
い
受
け
た
こ
と
、
そ
の
際
、
元
地
（
屋
敷

地
）・
河か

岸し

地ち

と
も
に
「
江え

戸ど

町ま
ち

並な
み

同ど
う

前ぜ
ん

家か

作さ
く

御お

改
あ
ら
た
め

御ご

免め
ん

」
の
町
屋
敷
、
す
な
わ
ち
江

戸
と
同
様
に
家
屋
敷
を
年
貢
の
対
象
と
し
な

い
こ
と
を
代
官
伊
奈
氏
に
願
い
あ
げ
認
め
ら

れ
た
こ
と
な
ど
、
町
の
成
立
と
発
展
に
関
す

る
歴
史
を
こ
の
よ
う
に
書
き
上
げ
ま
し
た
。

町
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
名
主
甚
四
郎

の
姓
が
平
野
氏
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
元げ

ん

禄ろ
く

16
年（
1
7
0
3
）に
代
官
伊
奈
氏
に
願
い
上

げ
認
め
ら
れ
た

と
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
町
に

残
さ
れ
た
「
申

も
う
し

伝つ
た
え」を

も
と
に
、

幕
府
に
書
き
上

げ
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

町
の
発
展
と
平
野
家

東
に
表
通
り
を
挟は

さ

ん
で
寺
町
、
西
に
松ま

つ

平だ
い
ら

和い
ず
み
の
か
み

泉
守
屋
敷
に
面
し
た
平
野
町
が
、
江

戸
市
中
に
編
入
さ
れ
た
の
は
正

し
ょ
う

徳と
く

3
年

（
1
7
1
3
）
で
す
。『
書
上
』
の
由
緒
で
は
、

こ
の
辺
り
の
堀
割
が
整
備
さ
れ
た
元
禄
15
年

（
1
7
0
2
）
に
「
同ど

う

所し
ょ

築つ
き

地じ

之の

木き

場ば

之の

内う
ち

等な
ど

を
起

き
り
ゅ
う
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
に

立
仕
候
二

付つ
き
な
ぬ
し
や
く

名
主
役
被お

お

せ

つ

け

ら

れ

あ
仰
付
、

弐に
じ
ゅ
う
に
か
ち
ょ
う

拾
弐
ヶ
町
を
支

し
は
い
つ
か
ま
つ
り

配
仕
」、
す
な
わ
ち
埋
め

立
て
後
に
複
数
の
町
が
成
立
す
る
と
名
主
を

命
じ
ら
れ
、
こ
の
付
近
22
ヶ
町
の
名
主
を
勤

め
た
と
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
野
家
に
つ
い
て
『
書
上
』
に

記
さ
れ
た
由
緒
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
野
家
は
、
河か

わ

内ち
の

国く
に

（
大
阪
府
）
平
野
村

に
代
々
住
み
、
親
子
2
代
に
わ
た
っ
て
織
田

信
長
、
豊
臣
秀
吉
・
秀
頼
に
仕
え
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
の
甚
右
衛
門
が

慶け
い

長ち
ょ
う

20
年
（
1
6
1
5
）
の
大
坂
夏
の
陣
で

討
死
す
る
と
、
平
野
村
に
い
た
妻
は
江
戸
に

出
て
浅
草
に
居
住
し
、
男
子
を
出
産
し
ま
し

た
。
そ
の
子
は
町
人
と
な
り
甚
右
衛
門
を
名

乗
る
と
飴あ

め

作
り
を
商
売
と
し
、
そ
の
後
の
2

代
は
酒し

ゅ

造ぞ
う

渡と

世せ
い

を
行
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
元
禄
11
年
（
1
6
9
8
）
に
始

ま
っ
た
深
川
南
部
海
岸
沿
い
の
埋
め
立
て
事

業
に
際
し
、甚
四
郎
が
「
御お

手て

先さ
き

」（
案
内
人
）

の
御
用
を
命
じ
ら
れ
、
そ
の
後
名
主
に
な
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
は
興
味
深
い
も
の
で
す

が
、
信
長
・
秀
吉
・
大
坂
夏
の
陣
な
ど
は
、

書
き
上
げ
た
当
時
の
数
百
年
も
前
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
事
実
関
係
は
不
明
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
由
緒
を
有
す
る
こ
と
が
、

同
家
が
名
主
を
勤
め
る
こ
と
の
正
当
性
の
一

端
を
形
作
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

「
角
木
乗
」
の
こ
と

平
野
町
の『
書
上
』に
は
、『
平ひ

ら

野の

町ち
ょ
う

別べ
っ

記き

』

が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
元
禄

年
中
に
名
主
に
取
り
立
て
ら
れ
て
以
降
の
同

家
代
々
の
事
績
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
五
代
目
の
甚
四
郎
の
項
に
は
、

享き
ょ
う
わ和

3
年
（
1
8
0
3
）
3
月
25
日
に
区
内

大お
お

島じ
ま

の
羅ら

漢か
ん

寺じ

方
面
に
御
成
の
「
大だ

い

納な

言ご
ん

様さ
ま

」（
後
の
12
代
将
軍
徳
川
家い

え

慶よ
し

）
が
「
本

所
清
水
橋
際
よ
り
猿
江
御
材
木
蔵
」
の
水
門

前
で
「
角
木
乗
」
を
上

じ
ょ
う

覧ら
ん

し
た
と
の
記
述
が

見
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
横
十
間
川
に
架
か
る

清
水
橋
か
ら
猿さ

る

江え

恩お
ん

賜し

公こ
う

園え
ん

付
近
に
あ
た
り

ま
す
が
、
そ
こ
で
角
木
乗
は
行
わ
れ
、
そ
の

際
に
甚
四
郎
が
出
て
「
差さ

し

図ず

」
を
し
た
こ
と

で
褒ほ

う

美び

金き
ん

が
下く

だ

さ
れ
た
と
の
事
績
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

『
書
上
』
を
提
出
し
た
文ぶ

ん

政せ
い

11
年

（
1
8
2
8
）
に
も
平
野
町
周
辺
に
位
置
す

る
木
場
町
、
宮
川
町
、
島
田
町
な
ど
、
多
く

の
町
に
名
主
甚
四
郎
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

平野町平野町

本所深川絵図



深
川
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岸
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町

　
　
　
　河
岸
の
風
景

江
東
歴
史
紀
行

4

「
力
持
」
を
生
ん
だ
佐
賀
町

江
戸
時
代
以
来
、
堀
割
と
蔵
に
囲
ま
れ

た
佐
賀
町
（
佐
賀
1
、
2
）
で
は
荷
役
人
が

船
荷
の
米
俵
や
酒
樽
な
ど
を
運
ん
で
い
ま
し

た
。
後
に
荷
役
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
曲
芸
が
、

「
深
川
の
力
持
」（
東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
）
と
し
て
佐
賀
町
の
雰
囲
気
を
今
に
伝

え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
荷
役
人
の
稼
ぎ

場
で
あ
っ
た
河
岸
地
の
様
子
を
史
料
か
ら

探
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
の
史
料
は
、
天
保
3
年
（
1
8
3
2
）

に
出
さ
れ
た
隅
田
川
渡
船
の
開
設
願
い
で
す

（「
天
保
撰
要
類
集
」
第
九
十
一
下
、
国
立
国

会
図
書
館
所
蔵
）。
渡
船
ル
ー
ト
は
、
西
方

の
清
水
家
屋
敷
前
（
中
央
区
日
本
橋
蛎
殻
町

2
）
と
東
方
の
佐
賀
町
河
岸
上
之
橋
際
（
佐

賀
2
）
と
を
結
び
、
箱
崎
の
田
安
家
屋
敷
地

先
で
中
洲
南
際
を
通
る
も
の
で
し
た
。

佐
賀
町
は
、
渡
船
場
の
予
定
地
と
さ
れ
た

上
之
橋
南
際
に
は
木
戸
番
屋
が
あ
り
、
番
屋

付
近
の
河
岸
地
は
将
軍
の
川
筋
御
成
り
御
用

の
際
に
必
要
な
場
所
で
あ
る
こ
と
、
他
の
河

岸
地
に
も
適
地
は
な
い
と
し
て
渡
船
場
の
開

設
に
反
対
し
ま
し
た
。

佐
賀
町
河
岸
と
貸
蔵

佐
賀
町
は
河
岸
地
を
「
御
年
貢
上
納
沽こ

券け
ん

地
」
と
し
て
い
る
の
で
、
売
買
が
可
能
な
河

岸
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
宝

暦
10
年
（
1
7
6
0
）時
の
図
2
に
は
、
上
之

橋
か
ら
永
代
橋
ま
で
の
河
岸
地
に
並
ぶ
「
河

岸
屋
鋪
」
が
見

え
ま
す
。
ま
た

図
3
に
は
、
中

之
橋
か
ら
下
之

橋
を
越
え
て
永

代
橋
に
至
る
佐

賀
町
の
河
岸
地

に
蔵
が
建
ち
並

ぶ
様
子
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

蔵
の
多
く
は

貸
蔵
で
、
武
家

の
米
穀
や
商
人

の
諸
荷
物
を
保

管
し
て
い
ま
し

た
。
例
え
ば
中

之
橋
南
角
（
佐

賀
2
）
に
屋
敷

地
を
所
有
す
る

三
井
家
で
は
、

文
化
4
年（
1
8
0
7
）

頃
に
は
30
棟
も
の
蔵
を

も
っ
て
貸
蔵
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

貸
蔵
を
目
指
し
て
、

日
々
、
廻か

い

船せ
ん

瀬せ

取ど
り

船ぶ
ね

や

高た
か

瀬せ

艀は

下し
け

船ぶ
ね

な
ど
荷
物

を
積
ん
だ
船
が
岸
に
寄

せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

河
岸
地
面
（
荷
揚
場
）

は
、
荷
物
を
蔵
へ
出
し

入
れ
す
る
小
揚
人
足
ら

で
混
雑
し
て
い
ま
し

た
。佐

賀
町
は
、
こ
の
よ

う
な
場
所
に
渡
船
場
を

作
ら
れ
て
は
、
荷
物
を
積
ん
だ
船
が
渡
船
場

付
近
の
岸
へ
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

ま
た
渡
船
を
利
用
す
る
往
来
人
が
多
く
な
る

と
荷
揚
げ
作
業
に
差
し
支
え
、
ひ
い
て
は
渡

船
場
付
近
の
貸
蔵
経
営
が
衰す

い

微び

し
て
沽
券
高

（
土
地
の
売
買
価
格
）
が
減
っ
て
し
ま
う
恐

れ
か
ら
渡
船
場
開
設
に
反
対
し
た
の
で
す
。

清
住
町
河
岸
と
船
手
筋
渡
世

反
対
を
受
け
、
願
人
は
清
住
町
河
岸
（
清

澄
1
）
で
の
渡
船
場
開
設
を
願
い
出
ま
し
た
。

清
住
町
の
河
岸
地
は
冥み

ょ
う
が加

上
納
の
場
所

で
、
住
人
ら
は
家
前
の
河
岸
地
に
納
屋
・
置

場
な
ど
を
設
け
た
い
も
の
の
、
道
が
狭
い
た

め
に
家
作
普
請
の
時
や
貸
蔵
荷
揚
げ
な
ど
に

邪
魔
に
な
る
の
で
な
る
べ
く
建
て
ず
に
空
け

て
い
ま
し
た
。
幕
府
へ
の
冥
加
銀
上
納
は
、

文
政
7
年
（
1
8
2
4
）
に
決
め
ら
れ
た
も

の
で
（「
町
方
書
上
」）、
清
住
町
が
公
儀
地

で
あ
る
河
岸
地
の
利
用
権
を
追
認
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
清
住
町

は
、
住
人
に
「
船
手
筋
渡
世
」
の
者
が
多
く
、

家
前
の
河
岸
地
先
に
船
を
と
め
て
い
る
こ
と

か
ら
渡
船
場
設
置
に
反
対
し
ま
し
た
。

「
蔵
の
街
」
佐
賀
町

佐
賀
町
と
清
住
町
は
、文
政
期
（
1
8
1
8

〜
30
）
に
漁
師
が
居
住
す
る
「
浜
十
三
町
」

と
呼
ば
れ
る
町
々
に
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
こ

の
頃
に
は
深
川
猟
師
町
と
い
っ
て
も
漁
業
と

の
関
わ
り
は
薄
か
っ
た
よ
う
で
す
。
で
す
か

ら
、
清
住
町
の
「
船
手
筋
渡
世
」
と
は
、
高

瀬
船
な
ど
と
河
岸
と
を
往
復
し
て
諸
荷
物
の

積
み
送
り
を
す
る
艀
下
稼
業
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
佐
賀
町
で
は
貸
蔵
経

営
が
展
開
し
て
い
た
の
で
、
両
町
で
は
流
通

に
関
わ
る
者
が
多
か
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
な
か
で
も
佐
賀
町
が
蔵
の
街
と
し
て
発

展
し
た
の
は
、
清
住
町
に
比
べ
て
河
岸
地
が

広
い
こ
と
、
熊
井
町
（
永
代
1
）
と
同
様
に

宝
永
元
年
（
1
7
0
4
）
に
は
河
岸
地
で
の

自
由
な
家
作
が
認
め
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い

こ
と
、
中
之
堀
・
油
堀
に
よ
り
後
背
地
と
の

接
続
が
容
易
で
舟
運
に
便
利
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

栗
原 

修
）

新大橋新大橋

清住町清住町

上之橋上之橋

中之橋中之橋

下之橋下之橋

永代橋永代橋

佐賀町佐賀町

仙台堀仙台堀

中之堀中之堀

油堀油堀

図2　「深川佐賀町惣絵図」（嘉永3年・1850写、東京都立中央図書館特別文庫室所蔵）

図3　『菓子話船橋』（天保12年・1841、江東区教育委員会所蔵）

図
１　
「
本
所
深
川
絵
図
」（
江
東
区
教
育
委
員
会
所
蔵
）



関
東
大
震
災
以
前
の
石
造
燈
明
台

文
化
財
の
い
ま
む
か
し

関
東
大
震
災
以
前
の
石
造
燈
明
台
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明
治
31
年
（
1
8
9
8
）7
月
、
日
清
戦
争

の
戦
勝
記
念
と
し
て
、
深
川
不
動
堂
境
内
の

南
東
に
石せ

き

造ぞ
う

燈と
う

明み
ょ
う

台だ
い

（
以
下
、
燈
明
台
）
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
大
正
12
年
（
1
9
2
3
）

9
月
に
起
き
た
関
東
大
震
災
と
昭
和
20
年

（
1
9
4
5
）
3
月
の
東
京
大
空
襲
で
被
災

し
ま
し
た
が
、
基き

台だ
い

（
煉れ

ん

瓦が

造づ
く
り

石い
し

張ば

り
）
は

残
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
、
同
堂
の
西
に
隣

接
す
る
深
川
公
園
に
移
設
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
⑧
（
本
誌
№
2
4
6
を
参

照
）。関

東
大
震
災
以
前
の
燈
明
台
の
写
真
は
近

年
ま
で
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、『
絵
葉
書
で
見
る
江
東
百
景
︱
深

川
公
園
︱
』（
平
成
29
年
3
月
刊
）
を
編
集

す
る
時
に
3
点
の
絵
葉
書
①
〜
③
に
写
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
絵
葉
書
の
発

行
時
期
は
①
が
明
治
33
〜
40
年
（
1
9
0
0

〜
０
７
）
頃
、
②
が
明
治
40
〜
大
正
7
年

（
1
9
0
7
〜
１
８
）
頃
、
③
は
大
正
2
年

（
1
9
1
3
）
5
月
頃
で
、
①
は
南
、
②
は

西
、
③
は
南
東
か
ら
写
し
た
も
の
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
、
燈
明
台
の
基
台
は
見
え
な
い
も
の

の
八は

っ

角か
く

錐す
い

の
ド
ー
ム
状
の
笠
（
屋
根
）
と
火ひ

袋ぶ
く
ろが

写
っ
て
い
ま
す
。
笠
の
上
に
は
尖せ

ん

頂
ち
ょ
う

が
伸
び
て
お
り
、
火
袋
は
ア
ー
チ
で
結
ん
だ

ア
ー
ケ
ー
ド
で
支
柱
は
8
本
と
考
え
ら
れ
ま

す
。『
帝て

い

都と

復ふ
っ

興こ
う

記き

念ね
ん

帖ち
ょ
う』（

復
興
局
、
昭
和

5
年
）
に
は
大
正
11
年
に
撮
影
さ
れ
た
航
空

写
真
④
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
①
〜
③
と
同

形
状
と
分
か
り
ま
す
。
同
書
に
掲
載
の
昭
和

3
年
（
1
9
2
8
）
10
月
〜
同
5
年
3
月
頃

に
撮
影
さ
れ
た
写
真
⑥
お
よ
び
『
大
正
十
二

年
九
月
一
日　

関
東
大
震
災
記
念
写
真
帖　

深
川
区
』（
日
東
新
聞
社
、
大
正
13
年
）
掲

載
の
写
真
⑤
を
見
る
と
、
震
災
に
よ
っ
て
火

袋
の
一
部
と
笠
が
失
わ
れ
て
い
る
状
況
が
分

か
り
ま
す
。『
深
川
成
田
山
写
真
帖
』（
成
田

山
不
動
堂
、
昭
和
15
年
）
掲
載
の
写
真
⑦
を

見
る
と
、
不
動
堂
の
復
興
整
備
（
昭
和
15
年

終
了
）
時
に
笠
と
火
袋
が
復
元
さ
れ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
が
、
震
災
以
前
に
比
べ
笠
が

低
く
造
ら
れ
、
尖
頂
は
見
え
ま
せ
ん
。
そ
の

後
、
東
京
大
空
襲
で
被
災
し
、
再
び
笠
と
火

袋
の
一
部
が
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

野
本
賢
二
）

①絵葉書
「東京名所 深川不動尊」

②絵葉書
「Parc d’Asakusa,Tokyo.」
　※実際は深川公園

⑥「復興せる深川不動
堂及バラック建深川
八幡宮附近」（一部）
『帝都復興記念帖』

⑦「燈台 石工燈明講」
『深川成田山写真帖』

⑧現在
（2019年4月撮影）

尖頂尖頂

笠笠

火袋火袋

③絵葉書
「深川芸妓鳥追競争（大正二年

五月十一日深川公園）」

⑤「霊顕を以て誇つた深川不
動尊焼跡の景」（一部）『大正
十二年九月一日 関東大震災

記念写真帖 深川区』

④「震災前の深川八幡宮附
近」（一部）『帝都復興記念帖』
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清
澄
通
り
の
仙
台
堀
川
に
か
か
る
海
辺
橋

は
、
元
禄
12
年
（
1
6
9
9
）
に
木
置
場
が

町
人
地
と
し
て
整
備
（
元
木
場
）
さ
れ
た
時

に
架
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
海
辺
橋
の
南
側

は
、
正
覚
寺
か
ら
陽
岳

寺
に
い
た
る
ま
で
、
寺

院
が
ま
と
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
ち
ょ
う
ど
中

間
あ
た
り
に
、
江
東
区
立
明
治
小
学
校
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
明
治
小
学
校
が
建
っ
て
い
る
場
所
に

も
、
か
つ
て
は
海
福
寺
と
い
う
黄お

う

檗ば
く

宗し
ゅ
うの

寺

院
が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
た
「
深
川
寺
社
書
上
」（
旧
幕
引
継

書
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
寺

の
創
建
は
万ま

ん

治じ

元
年
（
1
6
5
8
）
で
、
中

国
大
陸
か
ら
日
本
に
来
た
高
僧
隠い

ん

元げ
ん

禅ぜ
ん

師じ

に

よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治

42
年（
1
9
0
9
）の『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』

に
は
、
寛か

ん

永え
い

5
年
（
1
6
2
8
）
に
僧
侶
道

安
な
る
も
の
が
海
福
寺

を
創
建
し
、
そ
の
時
は

真
言
宗
の
寺
院
で
あ
っ

た
も
の
が
、
隠
元
禅
師

が
来
日
し
た
時
に
「
請

う
て
」
開
山
と
し
た
た

め
、
黄
檗
宗
と
な
っ
た

と
し
て
い
ま
す
。
寺
の

方ほ
う

丈じ
ょ
うの

前
に
は
石
門
が

配
置
さ
れ
、
寺
の
池
の

ほ
と
り
に
は
武
田
信
玄

が
持
っ
て
い
た
と
さ
れ

る
石
造
の
九
重
塔
が
あ

る
な
ど
、
大
き
な
境
内

で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
43

年
（
1
9
1
0
）
に
海

福
寺
は
深
川
か
ら
目
黒

へ
移
転
し
て
い
ま
す
。

翌
44
年
、
海
福
寺
跡
に
建
て
ら
れ
た
の
が

明
川
高
等
小
学
校
で
し
た
。
こ
れ
は
明
治
高

等
小
学
校
（
明
治
19
年
に
明
治
学
校
に
併
置
）

と
深
川
高
等
小
学
校
（
明
治
16
年
に
深
川
学

校
に
併
置
）
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
も
の
で

す
。
明
治
学
校
は
陽
岳
寺
境
内
に
設
け
ら
れ

た
深
川
閭り

ょ

校こ
う

（
明
々
館
）
が
そ
の
始
ま
り
で
、

明
治
6
年
の
学
制
頒
布
に
よ
っ
て
公
立
小
学

村
松
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治

10
年
に
深
川
万
年
町
に
校
舎
を
新
築
し
、
明

治
学
校
と
改
称
し
ま
し
た
。
こ
の
明
治
学
校

の
隣
接
部
分
が
明
川
高
等
小
学
校
と
な
っ
た

の
で
す
。
大
正
9
年
（
1
9
2
0
）、
明
川

高
等
小
学
校
は
西
永
町
（
現
平
野
）
へ
移
転

し
、
そ
の
後
に
明
治
第
二
尋
常
小
学
校
が
新

設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
明
治
尋
常

小
学
校
は
男
子
部
、
第
二
尋
常
小
学
校
は
女

子
部
と
な
っ
た
の
で
す
。

明
治
第
二
尋
常
小
学
校
が
創
立
さ
れ
た
翌

大
正
10
年
5
月
26
日
、
全
校
1
0
0
0
名

余
で
千
葉
県
市
川
方
面
へ
遠
足
に
出
か
け
る

際
、
市
川
駅
構
内
に
い
た
荷
馬
車
の
馬
が
突

然
暴
れ
、
女
子
児
童
2
名
が
死
亡
、
1
名
が

重
傷
を
負
う
惨
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
翌
27

日
付
の
読
売
新
聞
に
よ
れ
ば
、
市
川
か
ら
小

学
校
と
深
川
区
役
所
に
急
報
が
あ
っ
た
た

め
、
植
木
武
彦
深
川
区
長
と
太
田
信
次
郎
深

川
区
議
会
議
長
ら
が
自
動
車
で
現
地
に
急
行

し
、
現
場
で
引
率
し
て
い
た
教
員
ら
と
協
議

海
福
寺
の
目
黒
移
転
と

馬
頭
観
音

海福寺（「江戸名所図会」）

本所深川絵図（部分）

海福寺
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し
、
残
り
の
生
徒
を
帰
ら
せ
る
手
筈
を
整
え

ま
し
た
。
ま
た
、
重
傷
の
児
童
と
亡
く
な
っ

た
児
童
の
亡
骸
を
運
ぶ
手
配
を
整
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
保
護
者
を
乗
せ
て
市
川
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。
通
報
を
受
け
た
保
護
者
は
小
学
校

に
集
ま
っ
て
騒
然
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

2
日
後
の
28
日
、
平
野
町
の
浄
心
寺
に

て
亡
く
な
っ
た
児
童
2
名
の
葬
儀
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
こ
の
葬
儀
は
深
川
区
葬
と
し
て
執

り
行
わ
れ
、
葬
儀
委
員
長
は
太
田
区
議
会
議

長
が
勤
め
て
い
ま
す
。
深
川
各
宗
聯
合
会
を

は
じ
め
、
芝
増
上
寺
や
本
所
回
向
院
の
僧
侶

1
0
0
名
も
参
列
す
る
と
い
う
厳
か
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
葬
儀
の

撮
影
を
し
て
い
た
写
真
館
主
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ

の
発
火
剤
が
大
爆
発
を
起
こ
し
た
た
め
大
や

け
ど
を
負
い
、
そ
ば
に
い
た
撮
影
助
手
と
女

子
児
童
2
名
が
負
傷
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、

海
辺
橋
で
も
馬
が
急
に
暴
れ
た
た
め
に
明
治

小
学
校
の
児
童
が
2
名
死
亡
す
る
事
故
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
8
年
（
1
9
3
3
）
4
月
25
日
付
の

「
桜お

う

東と
う

新
聞
」
に
は
市
川
駅
の
事
故
か
ら
始

ま
っ
た
一
連
の
出
来
事
に
つ
い
て
触
れ
た
記

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

海
福
寺
が
目
黒
へ
移
転
す
る
際
、
石
く

れ
に
混
じ
っ
て
馬ば

頭と
う

観か
ん

音の
ん

の
碑
が
残
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば

処
分
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
、
冬
木
町
に
住
む
材

木
問
屋
鈴
木
壽
三
郎
氏
の
目
に
と
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
壽
三
郎
氏
は
有
名
な
愛
馬
家
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
移
転
作
業
の
請
負
人

と
交
渉
し
て
こ
の
馬
頭
観
音
を
買
い
取
っ

て
、
自
宅
の
庭
内
に
安
置
し
て
朝
夕
参
拝
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
前
述
の
と
お
り
、
市
川
駅
や
海

辺
橋
で
複
数
の
児
童
が
亡
く
な
る
事
故
が
起

こ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
第
二
尋
常
小

学
校
に
通
っ
て
い
た
清
住
町
の
油
商
宮
村
氏

の
女
児
が
、
あ
る
日
学
校
か
ら
帰
る
と
「
馬

が
こ
わ
い
」
と
い
っ
て
急
に
熱
を
出
し
、
医

者
や
薬
の
治
療
も
効
か
な
か
っ
た
と
い
う
出

来
事
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
時
、
宮
村
氏
夫

妻
の
夢
枕
に
馬
頭
観
音
が
立
っ
た
と
い
う
話

が
世
間
に
広
ま
る
と
、
そ
の
馬
頭
観
音
は
冬

木
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で

す
。
果
た
し
て
壽
三
郎
氏
の
庭
内
に
あ
っ
た

馬
頭
観
音
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
馬
頭
観
音

を
元
海
福
寺
境
内
、
す
な
わ
ち
学
校
の
庭
内

に
移
転
し
て
お
祀
り
し
よ
う
と
い
う
話
が
お

こ
り
、
東
京
市
議
や
深
川
区
議
な
ど
が
尽
力
、

深
川
区
長
や
学
校
長
の
了
解
を
取
り
付
け
、

5
月
23
日
に
馬
頭
観
音
を
学
校
内
に
移
転

し
、
僧
侶
が
読
経
を
し
て
供
養
を
行
い
ま
し

た
。
記
事
の
最
後
に
は
「
不
思
議
に
も
今
度

同
観
音
が
安
置
さ
れ
た
場
所
は
以
前
海
福
寺

の
あ
っ
た
当
時
同
観
音
が
安
置
さ
れ
て
あ
っ

た
場
所
で
自
然
元
の
と
こ
ろ
へ
立
帰
っ
た
訳

で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
明
治
小
学
校
内
に
あ
る
馬ば

頭と
う

観か
ん

世ぜ

音お
ん

供く

養よ
う

塔と
う

は
、
昭
和
61
年
（
1
9
8
6
）
に

江
東
区
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
深
川
二
丁
目
北
町
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
同
町
会
に
あ
る
7
ケ
寺

に
よ
っ
て
、
明
治
小
学
校
の
遠
足
行
事
前
の

4
月
に
P
T
A
が
主
催
し
て
供
養
を
行
う

こ
と
が
慣
習
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

目
黒
の
海
福
寺
に
は
、
文ぶ

ん

化か

4
年

（
1
8
0
7
）
の
永
代
橋
崩
落
事
故
の
死
者

を
供
養
し
た
塔
や
石
碑
（
東
京
都
指
定
文
化

財
）
が
あ
り
、
深
川
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ

な
資
料
を
見
て
い
く
と
、
か
つ
て
寺
が
あ
っ

た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
痕
跡
に
気
付
く
こ

と
が
出
来
る
の
で
す
。

（
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館 

副
館
長 

龍
澤 

潤
） 明治小学校敷地にたつ海福寺跡の観光高札

大正9年3月卒業記念アルバムより（校舎と運動場）

馬頭観世音供養塔（江東区登録有形民俗文化財）
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文
化
財
係
で
は 

江
東
区
登
録
史
跡
や

江
東
区
指
定
文
化
財
の
所
在
地
に
文
化

財
説
明
板
を
設
置
し
、そ
の
歴
史
や
文
化

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。平
成
30
年
度
は
史

跡
説
明
板
1
基
を
修
繕
し
、1
基
を
新
た

に
設
置
し
ま
し
た
。散
策
の
際
な
ど
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

旭あ
さ
ひ
や
き焼

製
造
場
跡
・
瓢
ひ
ょ
う

池ち

園え
ん

陶
磁
器
工
場
跡

　

明
治
以
降
、日
本
で
は
絵え

付つ
け

の
技
術
が

向
上
し
、精せ
い

緻ち

な
表
現
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。深
川
に
は
二
つ
の
工
場
が
あ
り
ま
し

た
。一
つ
は
旭
焼
製
造
場
で
、主
に
暖
炉
の

装
飾
タ
イ
ル
を
製
造
し
ま
し
た
。も
う
一
つ

は
瓢
池
園
で
、瀬
戸
や
有
田
等
の
産
地
か

ら
素き

地じ

を
買
い
入
れ
、絵
付
を
施
し
ま
し

た
。こ
の
説
明
板
で
は
二
箇
所
の
工
場
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
ま
す
。

　

説
明
板
は
平
成
10
年
に
設
置
さ
れ
、そ

の
後
、同
30

年
12
月
に
修

繕
し
、図
版
・

文
章
を
更
新

し
ま
し
た
。

現
在
、森
下

3
丁
目
第
三

児
童
遊
園
内

に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

閻え
ん

魔ま

堂ど
う

橋
跡

　

閻
魔
堂
橋
は
、油
堀
に
架
け
ら
れ
た

富
岡
橋
の
こ
と
で
す
。通
称「
深
川
閻
魔

堂
」と
呼
ば
れ
た
法
ほ
う
じ
ょ
う
い
ん

乗
院（
深
川
2
︱

16
︱

3
）へ
通
じ
る
道
で
あ
っ
た
た
め
、閻
魔
堂

橋
と
呼
ば
れ
、為た
め

永な
が

春
し
ゅ
ん

水す
い（
１
７
９
０
〜

１
８
４
３
）の
人
情
本『
春し
ゅ
ん
ぎ
ょ
う
は
ち
ま
ん
が
ね

暁
八
幡
佳
年
』、

河か
わ

竹た
け

黙も
く

阿あ

弥み
（
１
８
１
６
〜
９
３
）の
歌
舞

伎「
梅つ

雨ゆ

小こ

袖そ
で

昔む
か
し

八は
ち

丈じ
ょ
う

」（
通
称「
髪
結
新

三
」）な
ど
江
戸
の
文
芸
や
芝
居
の
作
品

中
に
取
り
上
げ
ら
れ
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

文
政
頃（
１
８
１
８
〜
３
０
）の
規
模
は
、

長
さ
10
間
3
尺（
約
19
メ
ー
ト
ル
）、幅
1

丈
3
尺（
約
4
メ
ー
ト
ル
）と
な
っ
て
い
ま
し

た
。そ
の
後
、明
治
34
年（
１
９
０
１
）に
、

東
京
市
区
改
正
に
よ
る
道
路
新
設
に
と

も
な
い
廃
橋
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
財
説
明
板
は
、深
川
1
丁
目
3
―

3
の
植
込
み
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
文
化
財
説
明
板
の
紹
介
■

現
在
、
区
内
に
あ
る
映
画
館
は
、
木
場
と

豊
洲
、
二
箇
所
の
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
27
年
に
は

7
館
、
昭
和
33
年
に
は
15
館
あ
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
こ
の
年
は
、
映
画
の
観
客
年
間
動

員
数
は
11
億
人
を
超
え
、
絶
頂
期
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。

千
田
に
あ
っ
た
「
千
田
シ
ネ
マ
」（
千
田

22
）
も
か
つ
て
区
内
に
あ
っ
た
映
画
館
の
一

つ
で
す
。
①
は
、
現
在
の
美
術
館
通
り
か
ら

四
つ
目
通
り
を
は
さ
み
、
交
差
点
の
西
か
ら

東
に
向
か
っ
て
撮
影
し
て
い
ま
す
。
千
田
シ

ネ
マ
は
交
差
点
の
角
地
に
あ
り
、
近
く
に
は

都
電
の
停
留
所
（
千
田
町
停
留
所
）
が
あ
り
、

立
地
に
恵
ま
れ
た
と
言
え
ま
す
が
、
昭
和
40

年
代
の
前
半
に
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
40
年
代
以
降
、
映
画
産
業
は
次
第
に
衰
退

し
ま
し
た
。

上
映
し
た
映
画
は
何
か
？

こ
こ
で
①
の
中
心
部
に
注
目
す
る
と
、
看

板
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
拡
大
す
る
と
、
千
田

シ
ネ
マ
で
上
映
中
（
も
し
く
は
上
映
予
定
）

と
推
定
さ
れ
る
映
画
が
み
ら
れ
ま
す
（
②
）。

看
板
右
の
「
大

江
戸
人
気
男
」（
大

映
製
作
）・
看
板

左
上
の
「
肉
体
の

反
抗
」（
日
活
製

作
）
は
、
い
ず
れ

も
昭
和
32
年
5
月

公
開
の
映
画
で
す
。
一
方
で
、
看
板
左
下
の

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
は
、
歌
手
江
利
チ
エ
ミ
が

サ
ザ
エ
さ
ん
を
演
じ
た
実
写
映
画
シ
リ
ー
ズ

（
東
宝
製
作
）
の
一
つ
と
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
看
板
に
注
目
す
る
と
、
①
は

昭
和
32
年
5
月
以
降
に
撮
影
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
千
田
シ
ネ
マ
は
、
新

作
映
画
を
初
め
に
上
映
す
る
映
画
会
社
の
直

営
館
（
封
切
館
）
で
は
な
く
、
遅
れ
て
上
映

す
る
二
番
館
・
三
番
館
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
映
画
館
で
は
複
数
の
会
社
の
作
品

を
同
時
上
映
も
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
全
景
か
ら
も
得
ら
れ
る
情
報
は

多
い
の
で
す
が
、
改
め
て
細
部
に
ま
で
注
目

し
て
み
る
と
、
古
写
真
は
当
時
の
世
相
な
ど

を
よ
り
深
く
知
る
手
掛
か
り
を
提
供
し
て
く

れ
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

功く
ぬ
ぎ刀

俊
宏
）

①千田シネマ

②看板の拡大写真


